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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は協働省察を核とした共同的学びに基づく大学院・学部授業モデルを実
証的に開発し，教職大学院生・学部学生の職能成長や教師としての実践的知識に及ぼす影響を検討しようとする
ことである. 現職教員院生と学部卒院生，学部学生同士がそれぞれチームを構成し，協働で授業づくりから授業
省察までを行う過程で記入した省察コメントを分析した．
　得られた主な結果は，以下の通りである．1.省察内容・レベルは大部分が「代案」である．2.「授業について
の教師の知識領域」の大部分が「教授方法に関する知識」である．3.学習者中心の授業映像は，教室の後ろから
撮影した授業映像より学習者の描写割合が高い．

研究成果の概要（英文）：This study is to develop a graduate school/undergraduate lesson model based 
on collaborative learning centered on collaborative reflection, and to make clear the effects of the
 teachers' professional development and practical knowledge of them as a teacher.  We analyzed the 
reflection comments made in the process of in- & pre-service teachers, and undergraduate students, 
each forming a team and working together from class preparation to class reflection.
The main results obtained are as follows. 1. Most of the reflection contents/levels are “
Improvement”. 2. Most of the "teacher knowledge area about lessons" is "knowledge about pedagogy." 
3. The lesson-centered video of the learner has a higher depiction rate of the learner than the 
lesson video taken from behind the classroom.

研究分野：教師教育学

キーワード： 協働省察　授業連携　省察コメント　実践的知識　プログラム開発　省察力　授業観察　撮影のアング
ル
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研究成果の学術的意義や社会的意義
教師を目指す大学院生・学部学生が教師として自ら成長することができる能力である省察を核とした授業モデル
を開発するために，教職大学院生及び学部学生が実施した模擬授業や実習授業を見て書き込んだコメントを分析
した結果，その内容はほとんどが「代案」で，「教授方法に関する知識」に基づいて記入されていた．また，コ
メントを記入するために見る授業映像は学習者を中心に撮影された映像の方が教室の後ろから授業者を撮影した
映像より学習者の具体的学習状況を描写するうえで効果的であった．これらの結果は，今後，省察を核に教員養
成カリキュラムを開発するうえで貴重な資料となる．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



１．研究開始当初の背景 

2012 年 8 月に「教職生活の全体を通じた教員の資質能力の総合的な向上方策について（答申）」が中央教
育審議会から答申された．この答申以降，教員養成系大学・学部・大学院で教師の実践的指導力の獲得を目
指して各教科で模擬授業等を取り入れた教員養成カリキュラム開発が盛んに行われるようになっている． 

一方，ショーンが「活動過程での省察」を実践の中核とみなす専門家像として「反省的実践家」を提唱し
(佐藤・秋田 2001)，日本教育大学協会が教師の力量の中核に「教育実践を科学的・研究的に省察する力」(日
本教育大学協会 2004)を位置づけて以降，教師の授業を省察する力を育成する教員養成カリキュラムの開発
も急速に進んでいる．これらを概観してみると総じて，近年の教員養成では実践的指導力向上を目的とした
模擬授業の内容・方法の検討やその効果の研究から授業の省察力を中心とした模擬授業と省察の関係，省察
の内容に関する研究，そして，省察を核としたカリキュラム開発に関する研究へと，その中心的研究課題が
推移していることが伺える．特に，授業を省察する力を核としたカリキュラム開発では，学生の省察力向上
を目指した個々の授業内容・方法や実習の開発からコルトハーヘンの示すリアリスティックアプローチの考
え方(武田 2010)に基づいた学部授業，教職大学院全体のカリキュラム開発に至るまでその内容は多種多様で
ある． 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は，このような国内外の教師教育改革を踏まえ，協働省察を核とした共同的学びに基づく大
学院・学部授業モデルを実証的に開発するために，現職教員学生と学部新卒学生，学部学生がそれぞれチー
ムを構成し，協働で授業づくりから授業省察までを行うことで，大学院生同士・学生同士の共同的な学びを
創出し，そのことが教員を目指す大学院生・学部学生の職能成長や教師としての実践的知識に及ぼす影響を
検討しようとすることである.  

 

３．研究の方法 

（１）大学院授業モデルの開発 
①対象：対象者は，本研究への参画と省察コメントの使用に書面で承諾を得た学部卒院生 32 名（2017 年

度は 12 名，2018 年度は 8 名，2019 年度は 12 名）と現職教員院生 20 名（2017 年度は 6 名，2018 年度は 8
名，2019年度は 6名）の計 52名である． 
②教職大学院における授業モデルの開発：図１は「学校実践省察」を中心に，「授業力基礎演習」，「課題探

究実習Ⅰ」，「課題解決実習Ⅰ」の４つの授業科目で連携した年間スケジュールである．「授業力基礎演習」で
は，前期に学部卒院生が教員免許状の学校種に応じた授業づくりと学習指導案づくりを改めて学んだ後に模
擬授業・振り返りを実施し，自身の授業力についての課題を把握する計画で授業が進められる．「課題探究実
習Ⅰ」では，学部卒院生が年間を通じて週１回（午前中），学校での児童生徒の様子及び授業観察を実施し，
各自の研究課題が探究される．「課題解決実習Ⅰ」では，後期に１ヶ月間にわたり学部卒院生が自身の研究課
題に基づいた授業実践に取り組み，研究課題の修正・焦点化を行う．そして，「学校実践省察」では，前期に
学部卒院生・現職教員院生が授業についての省察の意味と方法を学んだうえで，学部卒院生が「課題探究実
習Ⅰ」で観察した事例を持ち寄り，学部卒院生 2〜3 名と現職教員院生 1〜2 名で各学校種別にグループを構
成し，各事例について協働省察を実施する．その後，「授業力基礎演習」で実施された模擬授業の録画映像を
題材に同じグループで学部卒院生と現職教員院生が協働省察を実施する．後期は，学部卒院生が１ヶ月にわ
たる「課題解決実習Ⅰ」で
実施した実践の中から典
型授業を録画し，前期と同
様，各グループの協働省察
を実施する．そして，２回
にわたる協働省察でそれ
ぞれが書き込んだ省察コ
メントの有効性について
検討会が開かれ，そこでの
意見を基に学んだ内容を
ポスターとして発表する． 
このように４つの授業

科目はそれぞれ独立した
授業の到達目標・内容のも
とで授業計画が作成・実践
されているが，「授業力基
礎演習」で実施する模擬授
業映像，「課題解決実習Ⅰ」
で実施する授業映像，そ 図１ 授業内容の連携及びスケジュール 



して，「課題探究実習Ⅰ」での観察事例を「学校実践省察」に持ち寄り，学部卒院生と現職教員院生が協働で
省察し合うという意味で，「学校実践省察」を中心とする連携プログラムとなる． 
③資料収集と分析の手順：「学校実践省察」では「授業映像を用いた授業省察システム(中井・米沢 2012)」

を活用し，学部卒院生の授業力基礎演習での模擬授業及び課題解決実習Ⅰでの授業実践について協働省察を
行った．手順は次の通りである．①授業力基礎演習における学部卒院生の模擬授業に対して，学部卒院生及
びメンターであるグループ内の現職教員がそれぞれ映像を視聴し，それに省察コメントを直接記入する．な
お，メンターである現職教員院生は学部卒院生が記入した省察コメントを見ずに，同じグループの学部卒院
生のコピーされた模擬授業映像に省察コメントを記入する．②学部卒院生は自身の省察コメントとメンター
である現職教員院生によって書き込まれた省察コメントを見て課題解決実習Ⅰの実践に向けて改善点を考え
る．③学部卒院生は課題解決実習Ⅰで実践した授業から典型的な実践を録画し，学部卒院生は自身の実践映
像に対して，現職教員院生はグループ内の学部卒院生の実践映像に対して模擬授業と同様に省察コメントを
記入する． 
なお，2018年度は前年度の結果に基づき学部卒院生が課題解決実習Ⅰの実践映像に対してメンターとして

グループ内の他の学部卒院生の実践映像に対して省察コメントを書き込む課題が追加され，2019年度は前年
度までの結果に基づき，①②で観る模擬授業映像に以下の工夫を加えた．それまでは教室の後方から主に授
業者を撮影した映像を省察で用いていたが，教室の前後から２台のビデオカメラを用いて収録し，映像編集
ソフトを用いて教室の前方の側面から学習者及び教師と学習者のやりとり（相互作用）を中心に収録した映
像の中に小窓で教室の後方から授業者を撮影した映像を組み込んだ（ピクチャ・イン・ピクチャ）． 

実践映像に書き込まれた全ての省察コメントは３つのステップで分析された．第一ステップは記入された
省察コメントの内容とレベルを把握するために，佐藤他(1990)によって開発された「命題内容の分析カテゴ
リー」（表１）に基づき省察コメント毎に分析された．このカテゴリーは「教授に関する命題」「学習に関す
る命題」「その他」の３カテゴリーに
大きく分類され，それぞれに「事実」
「印象」「推論」の下位カテゴリーと
「意図」「代案」「見通し」及び「教
材理解に関連」「教材理解には関連
していない」等の関連下位カテゴリ
ーに分かれている． 
第二ステップは記入された省察

コメントが教職大学院生のどのよ
うな実践的知識に基づいて記入さ
れたものかを検討するために，吉崎
(1987)が示した「授業についての教
師の知識領域」（図２）に基づき記入
された省察コメント毎に分析され
た． 
第三ステップは省察に用いる授

表１ 省察内容と省察レベルの分析に用いた「命題内容の分析カテゴリー」（佐藤他，1990） 

A 

D 

C B 

3. Teacher knowledge about 
students 

生徒についての知識 

1. Teacher knowledge about 
subject matter 

教材内容についての知識 

領域 A：教材内容と教授方法についての知識 
領域 B：教材内容と生徒についての知識 
領域 C：教授方法と生徒についての知識 
領域 D：教材内容，教授方法，生徒についての知識 

2. Teacher knowledge about 
pedagogy 

教授方法についての知識 

図２ 「授業についての教師の知識領域」カテゴリー(吉崎，1987) 

 



業映像の違いが省察コメントにどのように影響するのかを検討するために，記入された全ての省察コメント
への学習者の具体的学習状況の描写割合が分析された． 
この３つの分析枠を用いることで，教職大学院生の省察コメントの内容と様式，背景となる実践的知識，

そして，教職大学院生の省察に用いる授業映像の違いが開発した大学院授業モデルにどのような影響を与え
ているか，がわかると考えた．なお，全ての省察コメントの分析は立場の異なる 3 人の分析者によって独立
して実施され，メンバーチェックとトライアンギュレーション(Lincoln & Guba，1985)を経て，有効性が担保
された分析結果のみ採用した． 
 
（２）学部授業モデルの開発 
①対象：対象者は，本研究への参画と省察コメントの使用に書面で承諾を得た学部学生２回生 83名（2017

年度は 28名，2018年度は 27名，2019年度は 28名）である． 
②学部における授業モデルの開発：学部では，指導案作成について学んだ後，学生が２〜３人でチームを

構成し，そのチーム内で協働して(a)模擬授業づくり，(b)全学生に対する模擬授業，(c)授業実施者による自
身の模擬授業に対する省察コメントの記入(d)チーム内の他のメンバーによるメンターとして授業者への省
察コメントの記入，(e)自己改善目標の設定，からなる授業モデルを開発・実施した．  
 
４．研究成果 
（１）大学院授業モデルの開発 
①省察コメントの「省察内容と省察レベル」：学部卒院生による省察内容と省察レベル（図３）は，各年度

ともにその大部分は「推論」の下位カテゴリーである「代案」であるが，映像のアングルを変えた 2019年度
は「意図」が 2017年度に比べて増えている．メンターである現職教員院生によるそれは，各年度ともに「推
論」の下位カテゴリーである「意図」「代案」が大部分を占めており，その割合は各年度とも同様の傾向を示
しており，2019 年度に映像アングルを変えても省察内容，省察レベルには大きな影響は認められなかった． 
②省察コメントの背景にある「授業についての教師の知識領域」：学部卒院生及びメンターである現職教員

院生の「授業についての教師の知識領域」（図４）はその大部分が「教授方法に関する知識」であり，それ以
外には「教材内容
と教授方法に関
する知識」「教授
方法と生徒に関
する知識」といっ
た複合的知識も
あるが，総じて教
授方法に関連し
た知識に基づい
ていた．この傾向
は各年度に共通
しており，2019年
度は特に，現職教
員院生は「教材内
容，教授方法，生
徒に関する知識」
を含めた複合的
知識の割合が増
えていた． 
③省察コメン

トにおける「学習
者の具体的学習
状 況 の 描 写 割
合」：学部卒院生
及び現職教員院
生は，教室の前方
から学習者を中
心に収録した映
像の中に小窓で
教室の後方から
授業者を撮影し
た映像を組み込

図３ 省察コメントの省察内容・レベル 

図４ 省察コメントの背景にある「授業についての教師の知識領域」 



んだ映像を観て省察コメントを記入した 2019 年度の模擬授業が他の年度に比べて学習者の描写割合が高く，
教室の後ろから撮影した映像を観た実習授業でも 2019 年度が他の年度に比べて高い割合を示している（図
５）． 
 
（２）学部授業モデルの開発 
学部学生２回生 83名によって記入された省察コメントを大学院と同様に「命題内容の分析カテゴリー」及

び「授業についての教師の知識領域」で分析した．現在，３年間の変容を分析中にて詳細は省略する． 
 
（３）授業モデル開発に向けた調査研究 
教職大学院の授業モデル開発に向けて，国内の３つの教職大学院を訪問し，授業見学及び聞き取りを通し

て，①院生の省察力習得・向上に向けた取組内容及びその工夫，②院生の省察力を備えた実践力の習得・向
上に向けた取組内容及びその工夫，③院生の省察力の評価方法，等について情報収集を行った．その内容の
詳細は，前田康二・中井隆司・吉村雅仁(2020) 教職大学院生における省察力育成カリキュラム－コルトハー
ヘンのリアリスティック・アプローチに基づく２事例について－．奈良教育大学教職大学院紀要「学校教育
実践研究」12:61-64.に論文として掲載された． 
 
（４）大学院・学部の授業モデル開発に向けて 
 本研究では，協働省察を核とした共同的学びに基づく大学院・学部授業モデルを実証的に開発するために，
現職教員学生と学部新卒学生，学部学生がそれぞれチームを構成し，協働で授業づくりから授業省察までを
行うことで，大学院生同士・学生同士の共同的な学びを創出し，そのことが教員を目指す大学院生・学部学
生の職能成長や教師としての実践的知識に及ぼす影響を検討した.  

その結果，大学院では演習科目と実習科目を連携させる授業モデルにより，学部卒院生と現職教員院生の共
同的な学びを生み出すとともに授業改善に向けた省察能力を育む可能性を提示することができた．一方で，
大学院生のさらなる省察力育成には，教材，教授方法，生徒の複合的な実践的知識獲得に向けたカリキュラ
ム改善への示唆も得ることができた． 
また，学部では１つの授業内で講義と模擬授業を組み合わせるとともに，グループを構成し各グループ内

で協働して授業づくりから協働省察までを実施する授業モデルを実践することで，授業時間と履修学生数と
の関係で，学生同士の共同的学びは活性化したが，省察能力の育成という視点では多くの改善点を得た． 
今後は，他大学・大学院で実践している様々な取組も参考にしながら，学部学生，大学院生の「本質的な

気づき」に基づいた省察能力獲得に向けた授業モデル，カリキュラム開発を進めていきたい． 
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